
≪事業の目的及び現在の取組み概要等≫

目標（誰（何）をどのよう
な状態にしたいのか）

・「ネットワーク型コンパクトシティー長崎」の全体、及び各地域（中央、東、南、北）拠点の
イメージや方向性を地域住民と各地域センター、総合事務所が共有している状態にした
い。

課題（どういうことをす
る必要があるのか）

・シンポジウムの開催により、「ネットワーク型コンパクトシティー長崎」の重要性を共有す
るとともに、特に南環状線の開通にむけて新たな南部の拠点づくりの機運を高める。

上記の問題点に対して
現在行っている事業の

有無
　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）

当該新規・拡大事業を
行うにあたり、縮小・統

合・廃止する事業

　有　・　無　　　※有の場合は事業概要を添付（委員会資料等）
　新規・拡大事業を行うためには、今までやってきた取組みを検証し、成果や効果が低い
事務事業の終了も含めた「選択と集中」に努めることが不可欠です。

なにが どうなっている

市民が
居住及び都市機能が集約された各地区の市街地で安全・
快適に暮らしている。

現状・問題点

・「ネットワーク型コンパクトシティー長崎」を、イメージの共有から一歩進めて、具体的な
まちづくり（民間による整備も含めて）に向けた勉強や情報共有、議論の場を設け関心を
高めることが必要。
・中央、東、南、北総合事務所ともに取り組むべき事業であるが、南総合事務所が主体と
なり、中央、東、北総合事務所と協力しながら取り組む。

2025年度にめざす姿
（なにが、どうなってい

る）

なにが どうなっている

各地区の市街地が コンパクトにまとまり、安全で暮らしやすくなっている。

個　別　施　策 E4-1 安全で暮らしやすい場所に、居住及び都市機能を誘導・維持します

2025年度にめざす姿
（なにが、どうなってい

る）

整　理　番　号 38001 事務事業評価（事前）シート 提　出　日 令和3年11月25日

評価対象年度 令和4年度 事業担当課

事 務 事 業 名
地域活性化事業費
（「ネットワーク型コンパクトシティー長崎」シンポジウム開催費）

基　本　施　策 E4 暮らしやすいコンパクトな市街地を形成します

南総合事務所　地域福祉課

編　成　区　分 当初

≪基本情報≫

新 規

拡 大



成
果

(

活
動

)

指
標

指標（単位） シンポジウム等への参加者数（人）

年　　　度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度

目　標　値

財源名称　

総　　　額

地域振興基金

540人

成果指標及び
目標値の説明

シンポジウム及び勉強会、ワークショップへの参加者数
シンポジウム400人（100人×4総合事務所）＋勉強会・ワークショップ140人（7地域×10人
×2回）

予
算
額

地方債

市民等の参画と
協働のまちづくり

（取組みに☑をし、
その内容を記載）

シンポジウムへの参加による情報共有と、その後のワークショップへの参画等を通し、協
働による地域振興を進める。

事　業　期　間 （　　年度～　　年度　）

その他 一般財源

当　年　度 1,000 1,000

≪事業の概要≫

事業の具体的内容
（対象、事業主体、事業
期間、総事業費、事業

費内訳等記載）

　「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」の各地域（中央、東、南、北）拠点のイメージや方
向性を地域住民と各地域センター、総合事務所が共有するため、「ネットワーク型コンパ
クトシティー」に関するシンポジウムを開催するとともに、後日、シンポジウムを踏まえた
南部地域での勉強会やワークショップを開催する。

【事業期間】令和４年度
【事業内容】
　⑴「ネットワーク型コンパクトシティー長崎」シンポジウムの開催
　　　全市民を対象に、出島メッセ長崎で開催（400～500人規模）
　　　1部　「ネットワーク型コンパクトシティー長崎」基調講演　（田上市長）
　　　2部　交通、公共施設の配置、産業振興、住環境整備など様々な視点からの専門家
や
　　　　　　各地域の代表者等を交えて長崎市全体における地域拠点についてのパネル
　　　　　　ディスカッション
　⑵南部地域での勉強会やワークショップの開催
　　　専門家を招聘し、他都市の事例を学びながら南部での「拠点」や「機能」、各地域の
「役割」
　　　などを考える。
　　　南部7地域センターの住民等対象　（２回ほど開催）
　　　※翌年度以降は、地域コミュ二ティ連絡協議会において実施
【総事業費】1,000千円
【事業費内訳】　謝礼金　　　　200千円
　　　　　　　　　　会場借上げ　300千円
　　　　　　　　　　委託料　　　　500千円

業務量の増減 　573h増（企画54h＋準備292h＋当日190h＋事後処理37h）

金額（千円） 国 県

単年度 単年度繰り返し 期間限定

情報共有 参画 協働



　「ネットワーク型コンパクトシティ長崎」の各地域（中央、東、南、北）拠点のイメージや方向性を地域住民と各地域
センター、総合事務所が共有するため、出島メッセ長崎でシンポジウムを開催するとともに、南部地域における勉
強会やワークショップを開催するものである。
　南環状線の開通に向けて新たな南部の拠点づくりの機運醸成につながることから、事業の実施は適当である。
　ただし、事業実施に対する意見は次のとおり。

【事業実施に対する意見】
・「ネットワーク型コンパクトシティ」については、南部だけではなく、まちづくりの基本的な考え方であるため、南総
合事務所が中心となって本事業を実施する意義を明確に説明できるようにすること。
・事業の実施にあたっては、他の総合事務所との連携を十分に図ること。
・シンポジウムの名称については、例えば「地域拠点づくりのシンポジウム」といった中心部のグランドデザインと
の区分がわかりやすいものとする必要がある。

(2) 評価会議における指摘事項

評　価　結　果

(1)今後の事業の方向性と理由

一部不採択

所管案のとおり

企画不十分

事業規模縮小

企画不十分不採択

採択
事業のやり方改善 事業規模拡大

事業統廃合 その他


